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　ここはみなさんが主役の
ひろばです。 
　身近な話題をどんどんお
寄せください。 

雲
一
つ
な
い
晴
天
と
な
っ
た
10
月
24
日
、

い
い
た
て
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
（
庄
司
和
明

会
長
）
主
催
に
よ
る
「
第
２
回
い
き
い
き

ウ
ォ
ー
ク
大
会
」
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た

会
員
ら
40
人
が
紅
葉
の
岩
部
ダ
ム
を
目
指

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
歩
く
運
動
に
よ
っ
て
村

民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
春

に
続
い
て
開
催
し
た
も
の
で
、
今
回
の
コ

ー
ス
は
、
セ
ン
タ
ー
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
公

園
管
理
棟
か
ら
岩
部
ダ
ム
往
復
の
約
15
㎞
。

コ
ー
ス
の
途
中
に
は
、
15
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
ク
イ
ズ
が
設
け
ら
れ
、

ゴ
ー
ル
後
に
は
正
解
数
の
多
い
上
位
３
人

へ
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
爽
や
か
な
秋
風
を
受

け
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
な
が
ら
、

赤
や
黄
色
に
色
づ
く
景
色
を
楽
し
ん
で
い

た
よ
う
で
す
。

10
月
14
日
、
相
農
飯
舘
分

校
（
飯
野
信
也
分
校
長
）
の

全
校
生
徒
１
２
５
人
が
、
村

内
３
ヵ
所
に
分
か
れ
、
道
路

脇
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ

を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

春
に
続
い
て
行
わ
れ
た
こ

の
活
動
は
、
村
内
の
環
境
美

化
を
進
め
、
環
境
や
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
問
題
な
ど
に
つ
い

て
考
え
よ
う
と
、
同
校
の
生

徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
実
施

し
た
も
の
で
す
。

生
徒
た
ち
は
学
年
ご
と

に
、
学
校
か
ら
臼
石
、
臼
石

か
ら
飯
樋
、
飯
樋
か
ら
草
野

の
３
ヵ
所
に
分
か
れ
、
道
路

脇
や
草
む
ら
に
捨
て
ら
れ
た

ゴ
ミ
、
空
き
缶
な
ど
を
拾
い
、

ゴ
ミ
袋
に
集
め
ま
し
た
。

こ
の
日
、
生
徒
た
ち
が
広

い
集
め
た
ゴ
ミ
の
量
は
、
村

指
定
の
ゴ
ミ
袋
で
約
１
０
０

袋
。ゴ

ミ
拾
い
を
終
え
た
生
徒

た
ち
は
、「
思
っ
た
よ
り
ゴ
ミ

の
量
が
多
く
て
、
集
め
る
の

が
大
変
。
マ
ナ
ー
向
上
の
運

動
も
必
要
で
す
ね
」
な
ど
と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

10
月
20
日
、
二
枚
橋
会
館
で
行
わ
れ
た
普
通
救
命
講

習
会
で
、
村
民
の
受
講
者
数
が
２
、
４
０
０
人
を
超
え

ま
し
た
。

こ
の
２
、
４
０
０
人
と
い
う
数
字
は
、
村
の
人
口
の

35
％
に
あ
た
り
、
日
本
全
体
の
受
講
率
約
１
％
、
相
馬

管
内
の
受
講
率
22
％
に
比
べ
て
格
段
に
高
い
受
講
率
で

す
。
こ
れ
は
、
応
急
手
当
に
対
す
る
村
民
の
関
心
が
高

い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

２
、
４
０
０
人
目
の
受
講
者
は
、
鈴
木
博
子
さ
ん

（
二
枚
橋
）。
鈴
木
さ
ん
に
は
、
小
椋
一
男
飯
舘
分
署
長

か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
受
講
者
数
は
10
月
末
現
在
で
２
、
４
２
８
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
飯
舘
分
署
で
は
、
初
め
て
の
方
は
も
と
よ
り
、

再
受
講
を
希
望
す
る
方
の
申
し
込
み
も
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

飯
舘
分
署
（
�
�
０
１
１
９
）

９
月
21
日
、
原
町
市
内
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
「
相
双
地
区
衛
生
組
織
功

労
者
表
彰
式
」
で
、
高
橋
智
さ
ん
（
長

泥
）
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
相
双
地
区
衛
生
組

織
連
合
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
今
年

は
、
地
域
の
保
健
衛
生
事
業
に
貢
献
し

た
相
双
地
域
の
方
14
人
を
表
彰
。

高
橋
さ
ん
は
、
平
成
４
年
か
ら
村
の

保
健
委
員
と
し
て
住
民
の
健
康
づ
く
り

運
動
に
努
め
て
き
た
ほ
か
、
平
成
13
年

か
ら
は
環
境
衛
生
推
進
委
員
と
し
て
、

村
の
環
境
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
表
彰
は
、
高
橋
さ
ん
の
多
年

に
わ
た
る
功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。

▲職員と握手を交わす�橋助役（写真左）

10
月
26
日
付
け
で
退
任
し
た
�
橋
清
良
助
役
の

退
任
式
が
同
日
、
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

退
任
式
で
は
、
は
じ
め
に
菅
野
村
長
か
ら
「
�

橋
助
役
は
、
職
員
の
時
代
か
ら
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
の
足
跡
を
残
さ
れ
て
き
た
方
。
今
後
も
村
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
さ

れ
た
の
に
続
き
、
�
橋
助
役
が
「
昭
和
36
年
に
職

員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
今
日
ま
で
充
実
し
た
日
々
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
述
べ
、
43
年
間
の
公
務
員
生
活
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
役
場
玄
関
前
で
職
員
一
人
ひ
と
り
と

握
手
を
交
わ
し
、
役
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

職
員
時
代
か
ら
43
年 


